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　町制施行50周年記念事業として、ＮＨKスポ－ツ
パ－ク「木村和司のサッカ－パ－ク」が1月28日、藍
住中学校グラウンドで開催されました。 
　小・中学生約100人が参加し、寒さに負けず一生
懸命に講師の指導を受けていました。 
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平
成
18
年
1
月
1
日
現
在
、
藍
住
町

　
　
に
住
所
を
有
し
、
平
成
17
年
中
に
所

　
　
得
の
あ
っ
た
人
 

　
　
給
与
所
得
者
で
次
の
要
件
に
該
当
す
る

　
　
場
合
 

　
　
給
与
所
得
以
外
に
営
業
・
農
業
・
不
動
産
 

　
　
等
に
よ
る
所
得
が
あ
る
と
き
 

　
　
２
カ
所
以
上
か
ら
、
給
与
の
支
払
い
を
受

　
　
け
て
い
る
と
き
 

　
　
平
成
１７
年
中
に
退
職
し
、
そ
の
後
就
職
を

　
　
し
な
か
っ
た
た
め
に
年
末
調
整
を
受
け
て

　
　
い
な
い
と
き
 

　
　
次
の
要
件
に
よ
り
、税
の
還
付
（
払
戻
）

　
　
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
 

　
　
所
得
税
の
納
税
者
で
、
住
宅
ロ
ー
ン
に
よ
り

　
　
住
宅
を
取
得
し
た
と
き
 

 　
　
火
災
や
盗
難
に
あ
っ
た
と
き
 

 　
　
一
定
額
以
上
の
医
療
費
の
支
払
い
が
あ
っ
た

　
　
と
き
 

　
　
一
定
額
以
上
の
特
定
寄
付
金
の
支
払
い
を

　
　
し
た
と
き
 

　
　
藍
住
町
国
民
健
康
保
険
加
入
者
 

　
　
平
成
１７
年
中
に
所
得
が
な
い
場
合
も
、
税

　
　
の
軽
減
を
受
け
る
た
め
に
申
告
書
の
提
出

　
　
が
必
要
で
す
 

  　
　
印
鑑
 

　
　
所
得
の
計
算
に
必
要
な
書
類
・
帳
簿
・
記

　
　
録
簿
 

　
　
給
与
所
得
や
年
金
所
得
の
あ
る
人
は
、
源

　
　
泉
徴
収
票
ま
た
は
支
払
証
明
書
 

　
　
生
命
保
険
料
・
損
害
保
険
料
・
国
民
年
金

　
　
保
険
料
の
控
除
証
明
書
や
社
会
保
険
料

　
　
の
領
収
書
 

　
　
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、
支
払

　
　
っ
た
医
療
費
の
領
収
書
と
保
険
な
ど

　
　
で
補
て
ん
さ
れ
る
金
額
の
明
細
書
 

　
　
 

 　
　
給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
か
ら
給
与

　
　
支
払
報
告
書
の
提
出
が
あ
り
、
他
に

　
　
所
得
が
な
い
人
 

　
　
平
成
17
年
中
に
所
得
が
な
か
っ
た
人
 

 　
　
非
課
税
者
 

　
　
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
、
生
活
扶
助

　
　
を
受
け
て
い
る
人
等
 

        　
 

　
藍
住
町
で
の
税
務
署
に
よ
る
相
談
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。
鳴
門
税
務
署
で
は
、確
定
申
告
期
間
中
、

ご
自
分
で
確
定
申
告
書
等
を
作
成
さ
れ
る
方
の

た
め
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
 

 

平成17年分の確定申告が始まります 
申告会場は藍住町合同庁舎1階税務課です 

申告期間　2月16日（木）～3月15日（水） 

申
告
を
す
る
必
要
が
な
い
方 

次
の
よ
う
な
方
は
必
ず
申
告
を 

申
告
相
談
に
必
要
な
も
の 

（

）
 

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
 

（

）
 

国

保

加

入

者

以

外

 

（

）
 

雑

損

控

除

 

（

）
 

医

療

費

控

除

 

（

）
 

寄

付

金

控

除

 

　
 

　
申
告
相
談
は
、
営
業
等
所
得
、
農
業
所

得
、
不
動
産
所
得
の
あ
る
方
に
つ
い
て
は
事

前
に
収
支
内
訳
書
を
、
医
療
費
控
除
を
受

け
る
方
は
医
療
費
の
明
細
書
を
作
成
し
て

お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

　
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
方
な
ど
（
譲
渡

所
得
の
あ
る
方
）
は
鳴
門
税
務
署
で
の
申

告
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

＊
お
問
い
合
わ
せ
＊
 

税
務
課
 

　
　
（
☎
6
3
7
・
3
1
1
7
）
 

鳴
門
税
務
署
 

　
　
（
☎
6
8
5
・
4
1
0
3
）
 

１ １ 

１ ２ ３ ５ 

２ ２ ３ ３ ４ ４ 
・
 

・
 

・
 

・
 

・
 

・
 

・
 

　私たちが健康で豊かな生活をするために重要な役
割を果たす税金は、自らが所得と税額を正しく計算し
て納税するという「申告納税制度」が取り入れられて
います。 
　平成17年中の所得と税額を正しく計算して、早め
に申告をしてください。 
　 
 
　確定申告を期限までにしなかったり少なく計算す
ると、不足の税金だけでなく、加算税や延滞税を納め
なければなりません。 
　申告相談の日程は、混雑を避けるために次ページ
のとおり地区別となっていますので、町内全戸に配
布した案内状をご覧になり、該当する指定日にお越し
ください。（指定日に都合のつかない方は、他の日に
変更してください。） 

確定申告相談 

受付時間　午前9時～正午 
　　　　　午後1時～4時 
月曜日～金曜日（土曜・日曜日は休み） 

町民プール跡地 

P
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申告相談日程表 地区指定日に都合がつかない方については、 
他の日に変更してください。 （ ） 

2月16日（木） 

17日（金） 

20日（月） 

21日（火） 

22日（水） 

23日（木） 

24日（金） 

27日（月） 

28日（火） 

3月 1日（水） 

2日（木） 

3日（金） 

6日（月） 

7日（火） 

8日（水） 

9日（木） 

10日（金） 

13日（月） 
14日（火） 

15日（水） 

午前9時～12時 午後1時～4時 
正喜地　正喜地団地 
正喜地西団地 

勝瑞東　勝瑞西　林アパート　専売団地 
ロイヤルハイツ　ニュータウン西勝地 
馬木東　馬木西　南陽団地　新田東 
友成ハイツ　勝瑞団地　リッチランド 
こばと団地　町営馬木団地 
中成長団地　住吉敷地　馬木西地団地 
笠木東　笠木西　杉尾東団地　瑞穂西団地 
笠木団地　町営笠木団地　中村 

宮内　千鳥東自治会　すみよし団地 
笠木東野団地　東野団地　杉尾自治会 

藤ノ木団地　藤ノ木台団地　みずほ団地 
住吉第三団地　南藤ノ木団地 
矢上原　矢上西　矢上北　双葉団地 
大住ハイツ　大住ビル 
安任　乙瀬中　町営安任団地 
春日森団地　乙瀬乾団地 
乙瀬東　乙瀬西　青木西団地　青木北団地 
出来地東団地　出来地西団地 
乾　西乾　矢上原第一団地 
矢上原第二団地 

大塚　東郷　西郷　矢上前団地 
矢上前北団地 

前須西　小塚東　小塚西　南小塚 
光洋団地　光洋精工寮 

竹ノ瀬南　竹ノ瀬北　竹ノ瀬南団地 
藍西団地 

成瀬北　本村　本村中団地 

龍池　敷地東　敷地西　町営中富団地 
藍愛自治会　龍池東自治会 
龍池西自治会　龍池北自治会 

四軒屋　西中筋　中筋　乾分譲 

名田東　名田西　名田団地　若葉台団地 

馬木南　成長団地　成長南団地 
成長平和団地　南成長団地 
みどりケ丘団地　県営幸島団地　 
幸島団地　幸島会北 
珍成　畑中　池ノ渕　寿団地　 
若宮団地　若宮ふれあい団地 

江ノ口　江ノ口西　江ノ口東　 
ゆたか団地　住吉北団地 
住吉中央団地　神蔵団地　 
奥野ニュータウン 
春日　春日東　新春日森団地　 
春日北 
乙瀬北　町営乙瀬団地　 
乙瀬団地　中田団地　青木団地 
猪熊　前川　町営安任北団地　 
町営江ノ口団地 
東前川　町営原団地　 
雇用促進住宅 
和田　原　猪熊北　 
北傍示団地　奥野東 

祖母ケ島東　祖母ケ島西　 
町営敷地団地　陽光台団地 

前須東　小塚団地　 
新居須北団地　新居須西団地 

成瀬南　成瀬南団地　 
中新田団地　穂実団地 

地区指定なし　 
大変、混雑することもありますので、できる限りそれぞれの相談日にお越しください。 

徳命東　徳命西　名田橋ハイツ 

新居須南　新居須北 

住吉中筋東　住吉中筋西　 
光洋シーリングテクノ社宅 
町営中村団地 

※個別に案内状は発送せず町内全戸に発送致しましたので、確定申告に該当する方は上記日程表で申告相談にお越しください。 

□
老
年
者
控
除
の
廃
止 

　
老
年
者
控
除
に
つ
い
て
、
平
成
16
年
分
を
も
っ

て
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。 

 

□
社
会
保
険
料
の
改
正 

　
国
民
年
金
保
険
料
等
に
係
る
社
会
保
険
料
控

除
の
適
用
を
受
け
る
場
合
は
、
控
除
証
明
書
の
添

付
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 

□
公
的
年
金
控
除
の
改
正 

　
雑
所
得
の
金
額
の
計
算
上
、
公
的
年
金
等
の
収

入
金
額
か
ら
控
除
さ
れ
る
公
的
年
金
等
控
除
額

の
う
ち
、
年
齢
65
歳
以
上
の
者
に
対
し
て
の
最
低

控
除
額
が
1
4
0
万
円
か
ら
1
2
0
万
円
に
変

更
さ
れ
ま
し
た
。 

    

　
税
務
署
で
は
、
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告

を
、１
月
か
ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

申
告
場
所
・
お
問
い
合
わ
せ 

鳴
門
税
務
署
（
鳴
門
市
撫
養
町
南
浜
字
東
浜
３９
の
３
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
６
８
５
・
４
１
０
３
） 

※
ご
注
意 

今
回
の
改
正
点

 

還

付

申

告

相

談
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１
月
10
日
、
午
前
10
時
か
ら
板
野
東
部

消
防
組
合
本
部
で
、
消
防
出
初
式
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
 

　
県
知
事
代
理
や
管
内
警
察
署
長
を
は
じ

め
、
多
く
の
関
係
者
が
出
席
し
て
行
わ
れ
た

こ
の
式
典
は
、組
合
旗
入
場
、管
理
者
式
辞
、

消
防
団
長
訓
辞
な
ど
整
然
と
進
め
ら
れ
、

出
席
者
は
最
後
に
全
員
で
「
火
の
用
心
」
を

三
唱
し
、
管
内
住
民
の
安
全
と
火
災
ゼ
ロ
を

願
う
と
共
に
、
防
火
活
動
へ
の
決
意
を
新
た

に
し
ま
し
た
。
 

                
 

    

出
初
式
被
表
彰
者（
本
町
関
係
者
・
敬
称
略
）
 

■
徳
島
県
知
事
表
彰
▽
漆
原
道
則
■
徳
島

県
消
防
協
会
長
表
彰
功
績
章
▽
天
羽
良
昇

■
徳
島
県
消
防
協
会
長
表
彰
精
績
章
▽
國

北
昌
男
▽
中
島
博
▽
佐
野
和
也
■
板
野
地

方
分
会
長
表
彰
▽
武
田
実
▽
児
島
重
治
▽

大
西
忠
史
▽
田
村
正
明
▽
佐
野
勝
一
▽
徳
前

新
一
郎
▽
田
中
仁
久
■
板
野
警
察
署
長
感

謝
状
▽
三
好
元
明
▽
鹿
島
祐
二
郎
■
消
防

団
長
表
彰
功
績
章
▽
溝
口
智
昭
▽
山
口
英

利
▽
大
井
川
金
吾
▽
前
田
孝
教
▽
杉
田
猛

▽
近
藤
賢
治
▽
石
川
雅
史
■
消
防
団
長
表

彰
勤
続
章
十
年
該
当
▽
大
西
忠
史
▽
綿
貫

幹
生
▽
徳
前
新
一
郎
▽
田
中
民
夫
■
消
防

団
長
表
彰
勤
続
章
十
五
年
該
当
▽
高
岡
了

輔
▽
武
田
健
一
▽
漆
原
道
則
▽
前
田
武
司
▽

天
羽
良
昇
▽
徳
元
和
文
▽
石
川
速
 

   　
町
内
消
防
団
（
７
分
団
）
が
、
１２
月
２９
・

３０
日
の
２
日
間
、
恒
例
の
年
末
警
戒
を
実

施
し
ま
し
た
。
 

　
各
消
防
分
団
は
、
地
域
住
民
の
安
全
に

努
め
る
た
め
、
管
轄
地
域
の
巡
視
な
ど
を

深
夜
ま
で
行
い
ま
し
た
。
板
野
警
察
署
長
、

石
川
町
長
、
板
野
東
部
消
防
長
、
消
防
幹

部
ら
が
、
２９
・
３０
日
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

警
戒
中
の
各
分
団
を
順
次
巡
回
し
、
状
況

報
告
を
受
け
る
と
と
も
に
激
励
し
ま
し
た
。
 

　
昨
年
の
町
内
で
の
火
災
発
生
件
数
は
２

件
と
例
年
に
な
く
少
な
い
年
で
し
た
。
今

年
は
火
災
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
火
の
元
に
は
常

日
頃
か
ら
十
分
注
意
し
て
、
火
災
の
な
い
安

全
な
町
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
 

消

防

出

初

式

 

年
末
警
戒
を
実
施 

火
災
ゼ
ロ
を
願
い
「
火
の
用
心
」
 

町
内
各
小
学
校
で
カ
ン
パ
ン
を
試
食
 

　
阪
神
大
震
災
か
ら
１１
年
を
迎
え
た
、

１
月
１７
日
に
、
町
内
各
小
学
校
で
カ
ン
パ

ン
の
試
食
を
行
い
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
は
藍
住
町
に
備
蓄
し
て
い
る
カ

ン
パ
ン
を
、
阪
神
大
震
災
を
知
ら
な
い
児

童
た
ち
に
試
食
し
て
も
ら
い
、
災
害
に
つ

い
て
考
え
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
そ
の
時

感
じ
た
こ
と
、
思
っ
た
こ
と
を
、
家
庭
に

持
ち
帰
っ
て
「
家
庭
で
の
防
災
会
議
」
を

開
い
て
も
ら
お
う
と
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　
担
任
の
先
生
が
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の

言
葉
で
「
災
害
の
恐
ろ
し
さ
や
、
災
害
に

対
す
る
備
え
の
大
切
さ
」
な
ど
を
呼
び

か
け
、
そ
の
言
葉
と
カ
ン
パ
ン
の
味
を
か

み
し
め
な
が
ら
、
ど
の
児
童
も
防
災
意

識
を
高
め
て
い
ま
し
た
。
 

 各
小
学
校
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
児
童
の

声
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
 
　
（
敬
称
略
）
 

○
ぼ
く
の
家
で
は
、
ひ
じ
ょ
う
用
バ
ッ
グ

な
ど
そ
な
え
て
い
ま
せ
ん
が
、こ
れ
か
ら

そ
な
え
た
い
で
す
。
 

　
　
　
　
（
東
小
三
年
　
後
藤
　
友
祐
）
 

○
ぼ
く
は
は
じ
め
て
カ
ン
パ
ン
を
た
べ
た

よ
。
あ
ま
り
あ
じ
は
し
な
か
っ
た
け
ど
と

っ
て
も
た
い
せ
つ
な
た
べ
も
の
だ
と
お
も
っ

た
よ
。
　
　（
南
小
一
年
　
迎
　
　
駿
亮
） 

○
ビ
ス
ケ
ッ
ト
の
味
が
し
ま
し
た
。
と
く

に
お
い
し
く
な
か
っ
た
け
ど
、
非
常
食
に

な
る
と
役
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

し
た
。
こ
れ
で
命
が
す
く
え
る
の
な
ら
い

い
な
と
思
い
ま
し
た
。
 

　
　
　
（
西
小
六
年
　
桑
村
　
ひ
か
る
）
 

○
私
は
地
し
ん
の
こ
わ
さ
を
知
り
、
地
し

ん
に
備
え
て
リ
ュ
ッ
ク
に
必
要
な
も
の
を

入
れ
た
り
、
家
族
と
話
し
合
っ
た
り
し
ま

し
た
。
け
れ
ど
い
つ
起
き
る
か
わ
か
ら
な

い
の
で
不
安
な
の
で
、
も
っ
と
地
し
ん
に
つ

い
て
、
知
っ
て
お
き
た
い
。
 

　
　
　
　
（
北
小
六
年
　
増
原
　
瑞
希
）
 

 
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
の
が
天
災
で

す
。
ご
家
族
で
一
度
、「
避
難
場
所
は
ど
こ

だ
ろ
う
か
」「
３
日
分
の
水
・
食
糧
の
備

え
は
有
る
だ
ろ
う
か
」
な
ど
、「
我
が
家

の
防
災
体
制
」
に
つ
い
て
、
話
し
合
わ
れ

て
は
い
か
が
で
す
か
。
ま
た
「
一
度
簡
単

な
訓
練
を
し
て
み
た
い
」
と
い
う
自
治
会

等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
 
 
 
 
 

訓
練
に
伴
う
お
問
い
合
わ
せ
は
 
 
 
 
 

　
　
　
総
務
課
（
☎
６
３
７
・
３
１
１
１
）
 

災
準
備
は
大
丈
夫
で
す
か
?

防
 
防
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１
月
１
日
、
阿
部
智
恵
氏
が
人
権
擁
護

委
員
と
し
て
再
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
 

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
人
間
が
幸
福
な
人

生
を
送
る
う
え
で
、
最
も
大
切
な
権
利
で

あ
る
人
権
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
 

　
な
お
、
任
期
は
平
成
１８
年
1
月
1
日
か

ら
平
成
１９
年
12
月
31
日
ま
で
で
す
。
 

　昨年開催されましたソフトボ－ル協会主催のチャリ

ティソフトボ－ル大会で、お寄せいただいた寄付金を

当クラブに寄贈していただき、ありがとうございました。

クラブ運営に有意義に使わせていただきます。 

　藍住福祉スポレククラブ代表　　　 長江　規子 

　
 

       　
１
月
８
日
、田
村
　
通
さ
ん（
珍
成
、

明
治
３９
年
１
月
８
日
生
ま
れ
）
が
１００

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

７
日
、
自
宅
に
石
川
町
長
が
慶
祝
訪

問
し
、
祝
い
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま

し
た
。
 

　
田
村
さ
ん
は
足
が
不
自
由
で
、
現

在
は
病
院
で
過
ご
し
て
お
ら
れ
る
そ

う
で
す
が
、
顔
艶
も
良
く
食
欲
も
あ

り
、
と
て
も
お
元
気
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。
７
日
は
お
祝
い
に
、
約
４０
人
の
家

族
、
親
類
の
方
が
集
ま
り
、
花
束
や
ケ

ー
キ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
、
石
川
町

長
や
た
く
さ
ん
の
家
族
、
親
類
か
ら

祝
福
の
言
葉
を
か
け
ら
れ
、
幸
せ
そ

う
に
笑
顔
を
浮
か
べ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
に
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。
 

人
権
擁
護
委
員
再
任 

藍

住

町

中

学

生

議

会

開

催

 

   　
２
月
８
日
午
前
９
時
３０
分
か
ら
、
議
会

議
事
堂
で
、
町
内
中
学
生
２２
人
が
参
加
し

て
、藤
川
議
長
ら
多
く
の
議
員
が
見
守
る
中
、

藍
住
町
中
学
生
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
地
域
社
会
の
一
員
で
あ
る
生
徒
た
ち
が
、

議
会
の
場
で
質
問
と
い
う
体
験
を
通
じ
て

議
会
制
民
主
主
義
を
学
び
、
日
常
生
活
に

お
け
る
行
政
の
仕
組
み
や
議
会
の
役
割
に

つ
い
て
考
え
、
町
政
へ
の
関
心
を
深
め
て
も

ら
お
う
と
い
う
目
的
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
開

催
に
あ
た
り
石
川
町
長
は
「
皆
さ
ん
の
率

直
な
意
見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
町
政
に

役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
挨
拶
し
ま

し
た
。
 

　
岩
　
裕
太
議
長
か
ら
開
会
宣
言
が
あ
り
、 

議
事
日
程
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。一
般
質
問

で
は
、
２０
人
の
議
員
が
町
に
対
し
て
、
普
段

の
学
校
生
活
で
感
じ
る
問
題
を
提
起
し
な

が
ら
、
教
育
や
福
祉
、
環
境
問
題
、
税
に
関

す
る
も
の
な
ど
、
多
項
目
に
わ
た
っ
て
町
の

取
り
組
み
を
質
問
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
 

　
最
後
に
、
町
長
か
ら
「
貴
重
な
生
の
声
を

聞
く
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に

役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
約
束
し
、

桜
井
省
吾
副
議
長
の
閉
会
宣
言
で
閉
会
し

ま
し
た
。
 

　
中
学
生
た
ち
は
、
２１
世
紀
の
日
本
を
担

う
若
い
力
で
す
。
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
中
学

生
議
会
は
、ふ
る
さ
と
の
将
来
を
真
剣
に
考

え
、
実
際
に
町
づ
く
り
に
参
加
し
た
と
い
う

点
で
、
貴
重
な
経
験
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

町
も
、
生
徒
た
ち
の
希
望
に
応
え
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
に
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

100歳おめでとうございます 広
報
あ
い
ず
み
は
、 

新
聞
折
り
込
み
・
郵
送
で
お
届
け
し
て

い
ま
す
。 

も
し
、
ご
近
所
で
未
届
け
の
お
宅
が
あ

り
ま
し
た
ら
企
画
調
整
課
（
☎
6
3
7
・

3
1
2
4
）
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

福祉スポレククラブからお礼 
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● 「 徳 島 滞 納 整 理 機 構 」 が 発 足  

● こ の 社 会 あ な た の 税 で 生 き て い る  

　このたび、県の支援を受け、藍住町を含む県内市町村が参加し、町税の滞納整理を共同で処理する一
部事務組合「徳島滞納整理機構」を平成18年4月1日に発足させる予定です。 
　機構は、主に市町村からの派遣職員、徴収事務の経験豊かな県派遣職員並びに弁護士や国税OB、警
察OBで構成する専門性の高い組織を予定しています。 
　機構発足の主眼は、その専門性を生かし、滞納になっている事案を迅速に、適正かつ効率的に処理す
ることで町税の徴収率の向上を図るとともに、納税に対する不公平感を払拭し、町民の方々に税に対する
ご理解を深めていただくことにあります。 
　町民の方々には、この機構の発足の趣旨をご理解くださるようお願い申し上げます。 
 

職員の変則勤務拡大にご理解とご協力をお願いします。 
　町では、町民の皆様の多様なニーズへの対応や人件費削減のために、各職場にお

いて次のような勤務体制をとっています。このため、職員の休日や休憩時間を通常勤

務の時間帯に振り替える場合があります。町民の皆様にはできるだけご不便をおかけ

しないように努めてまいりますので、ご理解、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

○昼休みの窓口業務に伴う休憩時間の変更 

○祝日・休日の各種行事や業務のための勤務日の変更（振替休日） 

○夜間の会議開催等による時差出勤 

○業務時間延長に伴う時差出勤 

　税金は納期内に納めましょう。 

納期限は各月25日です 
★のついている月に税目ごとの納付書を１冊つづりで送付します 
なお、詳細についてのお問い合わせは、税務課（☎637・3117）まで。 

国民健康保険税 

軽 自 動 車 税  

固 定 資 産 税  

町 県 民 税  

税目 
月別 4

月
 

5
月
 

6
月
 

7
月
 

8
月
 

9
月
 

10
月
 

11
月
 

12
月
 

1
月
 

2
月
 

3
月
 

★ 
1期 

 
2期 

 
3期 

 
4期 

★ 
1期 

★ 
全 

 
2期 

★ 
3期 

 
4期 

 
5期 

 
6期 

★ 
1期 

 
2期 

 
3期 

 
4期 

藍住町税納期一覧表 

◎
板
野
警
察
署
（
110
番
）
　
　
　
　
　（
☎
６
７
２
・
０
１
１
０
）
 

◎
板
野
西
部
青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
７
２
・
３
４
５
４
）
 

お
問
い
合
わ
せ
　
　
　教
育
委
員
会
（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）
 

不
審
者
情
報
の
提
供
に
ご
協
力
を
!!
 

　
今
、
小
さ
い
子
ど
も
達
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

連
絡
先
 

◆町民の皆様へ◆ 

～町民交通傷害保険加入者募集のご案内～ 
現在、平成１８年度の町民交通傷害保険加入者を募集しています。 

○　　　　　平成１８年３月３１日（金）まで 
　　　　　　（土・日・祝日を除きます） 
○　　　　　午前８時３０分～午後５時 
○　　　　　申込書（総務課に備えて
　　　　　　あります）・印鑑・保険料 
○　　　　　平成１８年４月１日から１年間 

○　　　　　１口４８０円（ひとり２口まで） 
○　　　　　（１口につき） 
　死亡・後遺障害を被ったとき　１００万円 
　けがをしたとき　５千円～１２万円 
○申し込み・お問い合わせ　　 
　総務課（役場３階）（☎６３７・３１１１） 

申 込 期 限  
 
受 付 時 間  
必要なもの 
 
保険対象期間 

保 険 料  
保 険 金  

万 一 の 交 通 事 故 に 備 え ま し ょ う 
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労災補償制度のご案内 

◆労災保険給付の概要  

　中皮腫や原発性肺がん等を発症しており、それが業

務により石綿にさらされたことが原因であると認められ

た場合には、以下のような補償を受けることができます。 

　・疾病の治療に必要な補償 

　・賃金を受けられない場合の補償 

　・死亡した場合には、遺族に対する補償 

◆石綿による疾病の認定基準のポイント 

　中皮腫又は原発性肺がんは、以下の①又は②に該

当する場合には、労災補償を受けることができます。 

①明らかな石綿肺所見が認められ、かつ、石綿にさら

　される作業に従事した（期間の長短は問いません。）

　と認められる場合 

②胸膜プラ－ク（胸膜肥厚斑）又は石綿小体等の存在

　が認められ、かつ、石綿にさらされる作業に 

　・中皮腫の場合はおおむね１年以上 

　・原発性肺がんの場合はおおむね１０年以上従事し

　たと認められる場合 

労働基準監督署（☎６２２・８１３８）にご相談ください。 

〜
特
別
給
付
金
の
請
求
は
お
済
み
で
す
か
〜 

小

規

模
工

事
の
発

注
に
つ
い
て 

知
っ
て
お

き

た
い
検

察

審

査

会

 

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
ら
ご
協
力
を
！ 

石綿にさらされる業務に  
従事していた労働者の方へ 

   戦
没
者
等
の
妻
の
方
へ
 

●
平
成
１５
年
４
月
１
日
現
在
、
次
の
年

金
給
付
の
受
給
権
を
有
す
る
戦
没
者

等
の
妻
に
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
 

・
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
・
特
例

　
扶
助
料
 

・
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法

　
に
よ
る
遺
族
年
金
・
遺
族
給
与
金
（
公

　
務
傷
病
又
は
勤
務
関
連
傷
病
に
よ
る

　
死
亡
を
支
給
事
由
と
す
る
も
の
）
 

・
旧
令
共
済
組
合
特
別
措
置
法
の
殉

　
職
年
金
等
 

戦
没
者
の
父
母
・
祖
父
母
の
方
へ
 

●
次
の
要
件
を
満
た
す
戦
没
者
の
父
母
・

祖
父
母
に
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
 

（
１
）
平
成
１５
年
４
月
１
日
現
在
、
次
の

　
　
年
金
給
付
の
受
給
権
を
有
す
る

　
　
こ
と
。
 

・
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
・
特
例

　
扶
助
料
 

   ・
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法

　
に
よ
る
遺
族
年
金
・
遺
族
給
与
金
（
公

　
務
傷
病
又
は
勤
務
関
連
傷
病
に
よ
る

　
死
亡
を
支
給
事
由
と
す
る
も
の
）
 

・
旧
令
共
済
組
合
特
別
措
置
法
の
殉

　
職
年
金
等
 

（
２
）
戦
没
者
死
亡
後
か
ら
平
成
１５
年

　
　
３
月
３１
日
ま
で
の
間
に
氏
を
同
じ

　
　
く
す
る
子
又
は
孫
（
自
然
血
族
）

　
　
を
有
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
。
 

 請
求
期
間
は
、
平
成
１８
年
３
月
３１
日
ま

で
で
す
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
こ
の
日
を
過
ぎ
る
と
、
時
効
に
よ
り

権
利
が
消
滅
し
、
特
別
給
付
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

請
求
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
早
め
に
手
続

を
し
て
く
だ
さ
い
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 お
問
い
合
わ
せ
 

 
　
　
福
祉
課
（
☎
６
３
７
・
３
１
１
４
）
 

　
藍
住
町
に
住
民
票
を
有
す
る
方
で
、

平
成
１８
年
度
に
お
い
て
、
藍
住
町
が
発

注
す
る
小
規
模
工
事
（
５０
万
円
以
下
の

建
設
工
事
・
修
繕
工
事
等
）の
受
注
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
に
よ
り
参
加
登

録
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
た
だ
し
、
す
で
に
指
名
願
を
提
出
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、
再
度
登
録
申
請
書

の
提
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
 

 

提
出
書
類
 

（
１
）
参
加
登
録
申
請
書
（
建
設
産
業

　
　
課
ま
で
）
 

（
２
）
納
税
証
明
書
（
地
方
税
）
 

（
３
）
登
記
簿
謄
本
（
法
人
の
場
合
）
 

（
４
）
各
種
許
認
可
等
の
証
明
書
 

提
出
期
間
 

　
３
月
１
日
（
水
）
〜
３１
日
（
金
）
 

提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ
　
 

　
建
設
産
業
課
（
☎
６
３
７
・
３
１
２
２
）
 

　
交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
の
被
害
に
あ
っ
た

の
に
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
裁
判
に
か
け

て
く
れ
な
い
。
ど
う
も
納
得
で
き
な
い
。
こ

の
よ
う
な
人
の
た
め
に
、
検
察
官
の
し
た
処

分
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
を
審
査
す
る

機
関
と
し
て
「
検
察
審
査
会
」
が
あ
り
ま
す
。
 

　
検
察
審
査
会
で
は
１１
人
の
審
査
員
が
こ

の
審
査
を
し
ま
す
。
審
査
員
は
、
選
挙
権
を

持
っ
て
い
る
皆
さ
ん
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
あ
な
た
も
い
つ
か
審
査
員
に
選
ば
れ
る
こ

と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
審
査
員
に
選

ば
れ
た
と
き
に
は
、
町
民
の
代
表
と
し
て
こ

の
仕
事
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

　
な
お
、
検
察
審
査
会
事
務
局
で
は
、
検
察

審
査
会
の
役
割
を
紹
介
し
た
ビ
デ
オ
映
画

を
無
料
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
 

詳
し
い
こ
と
は
 

徳
島
市
徳
島
町
一
丁
目
５
番
地
 

徳
島
検
察
審
査
会
事
務
局
 

徳
島
地
方
裁
判
所
構
内
（
☎
６
５
２
・
３
１

４
１
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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国 営 事 業 の 測 量 の お 知 ら せ 

この度、国営吉野川下流域農地防災事業、南部幹線水路の計画に向け、東中富地区で平成１８年２月中旬から測量
作業を計画しています。測量作業は、平成１８年３月中旬まで行う予定です。 
　測量作業は、関係者の皆様方にご迷惑がかからないよう、また、農作業や農作物に支障が生じないよう注意して行
いますので、ご理解ご協力をよろしくお願い申し上げます。 

【国営吉野川流域農地防災事業とは】 

柿原、第十に設ける取水口から吉野川のきれいな水を農業用水として安定してお届けします。 

国営総合農地防災事業／吉野川下流域地区国営総合農地防災事業／吉野川下流域地区は良質良質な農業用水農業用水を確保確保する事業る事業です。 国営総合農地防災事業／吉野川下流域地区は良質な農業用水を確保する事業です。 

①排水の流入等により悪化した農業用水の

　水質改善 

②地下水の過剰汲み上げによる塩害の防止 

③老朽化した用排水施設の機能回復 

④ポンプのいらない自然排水区域の拡大 

・農林水産省　中国四国農政局　四国東部農地防災事務所 
 工事第一課　酒井、小林　　　　　（☎６７２・５２５２） 
・藍住町　建設産業課　奥田主幹　（☎６３７・３１２２） 

（お問い合わせ連絡先） 



奥
野
乾
第
三
分
区
公

共
下
水
道
管
渠
布
設

工
事 

藍
住
町
奥
野 

（
上
図
　
の
箇
所
） 

２
月
２８
日 

８
２
５
．４
ｍ 

２
５
０
㎜ 

２
０
０
㎜
　
　 

１
５
０
㎜ 

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
管
・

リ
ブ
付
硬
質
塩
化
ビ
ニ

ー
ル
管 

推
進
工
法
・
開
削
工
法 
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☆悪質な訪問販売等に
　十分注意してください。
☆業者による法定点検
　の必要はありません。
☆消防署が販売するこ
　とはありません。 
 
 
お問い合わせは 
板野東部消防組合 
        （☎698・0119） 

下
水
道
工
事
の
お
知
ら
せ 

　
１１
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
次
の
工
事

は
、現
在
、住
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
で
順

調
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。
今
後
も
住
民
の
み

な
さ
ま
の
安
全
を
最
優
先
に
工
事
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。 

                工
事
期
間
中
は
、
片
側
交
互
通
行
や
一
部

車
両
通
行
止
め
を
行
い
ま
す
の
で
、
周
辺

に
お
住
ま
い
の
み
な
さ
ま
や
道
路
を
通
行

さ
れ
る
み
な
さ
ま
に
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
、よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

※
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ 

　
下
水
道
課
　
　（
☎
６
３
７
・
３
１
２
３
） 

◆ 
  

◆ 
 

◆ ◆ ◆ 
  

◆ 
  

◆ 

工

事

名

 
  

工

事

場

所

 
 

工
事
完
了
予
定 

総 

延 

長 

管

　

　

径

 
  

管

　

　

種

 
  

工

事

方

法

 

川は
生きている 生きている 生きている 

下水道の話○ ４５ 

９４ シリーズ○ 

◎
精
神
的
な
病
気
の
相
談
・
就
労
相
談
・
家
族
の
相
談
な
ど
 

 
　
　
　
　
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
虹
の
里
　
（
☎
6
9
2
・
2
3
1
2
）
 

◎
精
神
障
害
者
の
家
族
会
・
作
業
所
に
つ
い
て
 

 
 
 
 
 
す
み
れ
・
あ
い
ず
み
作
業
所
　
　
　
（
☎
6
9
3
・
0
0
3
2
）
 

◎
こ
こ
ろ
の
病
気
・
ス
ト
レ
ス
・
悩
み
な
ど
 

 
 
 
 
 
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　（
☎
6
9
2
・
8
6
5
8
）
 

こころの  
相談窓口  

住宅用火災警報器等の設置義務化について 住宅用火災警報器等の設置義務化について 住宅用火災警報器等の設置義務化について 
～あなたの家にも住宅用火災警報器の設置が必要となります～ 

　住宅火災での焼死者を抑制するため消防法の改正があり、平成18年6月
1日以降に新築する住宅には、住宅用火災警報器の設置が義務となります。
既存住宅については、経過措置として平成２３年６月１日以降に設置が必要
となり、火災予防条例にて規定することになります。 
 

※全国で毎年およそ6万件の火災が発生し、2千人の死者と7千人の負傷者が生じ
　ています。建物火災の中では、住宅の火災が最も多く近年は増加傾向にあり、亡
　くなられた方の約7割が逃げ遅れです。 
 　　　　 
 

☆寝室（就寝中には火災の発見が遅れ、 
　死に至る　危険性が高い） 
☆階段（火災による煙の集まりやすい場所） 

住宅火災の実態 

※住宅用火災警報器は、
　火災を早期に発見し、
　初期消火や避難を行
　なうため、煙や熱をす
　ばやく感知し、警報音
　や音声メッセージで火
　災を知らせます。 
 

住宅用火災警報器とは 

感知器の設置場所 

注　　意 

　今後、普及に伴って、価格の低減が見込まれます。 

価格について 

○
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。
 

○
ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。
 

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。。
 

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、住
宅
用
火
災
警
報
器
等
を
設
置
す
る
。
 

○
家
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。
 

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。
 

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た
め
に
、隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。
 

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
 

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
 〈
3
月
1
日
〜
3
月
7
日
ま
で
〉
 

 
標
語
「
あ
な
た
で
す
　
火
の
あ
る
く
ら
し
の
　
見
は
り
役
」
 

住宅防火  

3つの 
習慣 

4つの 
習慣 
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何
気
な
い
　
あ
な
た
の
言
葉
が
　
居
場
所
を
な
く
す
 

取
り
は
ら
お
う
　
人
権
ゆ
る
が
す
　
差
別
の
壁
を
 

い
じ
め
の
芽
　
み
ん
な
の
笑
顔
で
　
も
ぎ
と
ろ
う
 

豊
か
な
心
持
ち
　
考
え
る
人
権
を
 

「
や
め
よ
う
。
」
と
　
い
え
る
勇
気
を
　
大
切
に
 

3
年
　
山
下
　
凌
司
 

3
年
　
春
藤
　
有
希
 

3
年
　
小
野
真
那
実
 

2
年
　
八
尾
　
瑞
希
 

1
年
 
矢
野
　
貴
子
 

人権標語  
藍住中学校 
生徒作品 

藍住町のスローガン  

育てよう　人権の芽 

　
１
月
１６
日
か
ら
１
月
２６

日
の
間
、
藍
住
北
小
学
校
で

人
権
の
出
前
授
業
を
実
施

し
ま
し
た
。 

伝
言
ゲ
ー
ム 

　
授
業
の
前
半
は
、
伝
言
ゲ
ー

ム
で
す
。
自
己
紹
介
や
道
案
内

の
短
い
言
葉
を
次
々
と
伝
え
て

い
き
ま
す
。「
ど
ん
な
こ
と
が

伝
わ
っ
て
く
る
の
か
な
」「
上

手
く
伝
え
ら
れ
る
か
な
」
と
、

不
安
と
楽
し
さ
が
入
り
交
じ

っ
た
こ
の
伝
言
ゲ
ー
ム
は
、
残

念
な
が
ら
、
ど
の
学
年
の
ど
の

学
級
も
、ほ
と
ん
ど
正
確
に
伝

わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら

こ
そ
、
子
ど
も
た
ち
は
、
伝
え

る
こ
と
の
難
し
さ
や
、
伝
わ
っ

て
き
た
話
・
噂
は
事
実
と
違
っ

て
い
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
こ

と
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

    

車
内
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

　
後
半
は
「
車
内
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」

の
絵
で
話
し
合
い
ま
し
た
。
携

帯
電
話
の
人
、
喫
煙
の
人
、「
外

国
人
入
居
不
可
」
の
広
告
、
席

を
譲
る
人
な
ど
、
様
々
な
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
、

優
先
座
席
に
座
る
黒
い
サ
ン
グ

ラ
ス
の
男
の
人
が
持
っ
て
い
る

白
い
ハ
ン
マ
ー
の
よ
う
な
物
が

問
題
に
な
っ
た
時
の
こ
と
で
す
。

「
こ
の
男
の
人
は
、
堀
内
佳
（
ほ

り
う
ち
け
い
）さ
ん
と
い
う
人
で
、

１１
月
４
日
に
藍
住
東
中
学
校

で
人
権
コ
ン
サ
ー
ト
を
し
て
く

れ
ま
し
た
・・・・・・・
」
そ
し
て
、

白
い
ハ
ン
マ
ー
の
よ
う
な
物
が
、

堀
内
さ
ん
を
道
案
内
す
る
た

め
の
白
杖
だ
と
分
か
っ
た
時
、

子
ど
も
た
ち
の
眼
差
し
が
よ

り
い
っ
そ

う
真
剣

に

な

り

ま
し
た
。 

    

人
権
の
芽
を 

　
　
　
　
育
て
て
い
く
の
は 

　
人
権
学
習
は
楽
し
い
と
い

う
子
ど
も
た
ち
の
思
い
を
感

じ
な
が
ら
、
４５
分
の
授
業
が
終

わ
り
ま
し
た
。
授
業
後
も
、
子

ど
も
た
ち
は
次
々
と
自
分
の

思
い
を
伝
え
に
来
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、「
ま
た
来
て
ね
」

の
言
葉
に
送
ら
れ
て
教
室
を

後
に
し
ま
し
た
が
、
さ
っ
そ
く

家
に
帰
っ
て
、
お
う
ち
の
人
と

人
権
学
習
を
し
て
く
れ
た
子

も
い
る
よ
う
で
す
。
子
ど
も
た

ち
は
た
く
さ
ん
の
人
権
の
芽
を

持
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
育
て

て
い
く
の
は
、
わ
た
し
た
ち
大

人
の
責
任
で
あ
る
こ
と
を
改
め

て
実
感
し
た
藍
住
北
小
学
校

で
の
取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。 

（
派
遣
社
会
教
育
主
事 

　
　
　
　
　
　
　
松
原
徹
子
） 
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２
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税
（
６
期
）の

納
付
月
で
す
。 

納
期
限
は
、
2
月
27
日
で
す
。 

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日
ま
で
に

口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。 

《
今
月
は
介
護
保
険
料
の
納
付
月
で
す
》 

◎
普
通
徴
収
の
方
・
・
・ 

　
納
付
期
限
、２
月
２７
日
ま
で
に
納
付
し

　
て
く
だ
さ
い
。 

＊
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日
ま
で

　
に
口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。 

◎
特
別
徴
収
の
方
・
・
・ 

　
受
給
年
金
か
ら
自
動
的
に
天
引
き
さ
れ
、

　
納
付
と
な
り
ま
す
。 

税
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ 

　
税
務
課
　
　（
☎
６
３
７
・
３
１
１
７
〜
８
） 

今

月

の

納

税

 

情報now
町の掲示板 

勝 瑞 城 シ ン ポ ジ ウ ム ～三好氏の文化と庭園～ 
　今年度の発掘調査では、三好氏の居館跡とされる勝瑞城館跡から全国最大級の園池を持つ池庭が検出されまし
た。このことは、勝瑞城館の全容解明に向けて、また三好氏の文化的活動を明らかにしていく上で貴重な発見であっ
たといえます。 
　このたびのシンポジウムでは、今回検出された庭園や平成11・12年度の発掘調査において検出された枯山水式庭
園、また同時期に造営されたとされる徳島市の国分寺庭園や美馬市の願勝寺庭園などを比較検討することから、三
好氏の文化や庭造りの思想へアプローチを試みたいと思います。 

藍住町・藍住町教育委員会 

藍住町文化財保護審議会・藍住町勝瑞城館跡調査整備検討委員会・ＮＨＫ徳島放送局 

徳島新聞社・四国放送株式会社・エーアイテレビ株式会社 

3月11日（土）午後零時30分～5時 

藍住町コミュニティセンター　町民シアター 

〒771-1292　徳島県板野郡藍住町奥野字矢上前52-1（合同庁舎4F）（☎637・3130） 
 

入 場 料  無料 お問い合わせ 教育委員会（☎637・3128　FAX.637・3153）      

○ 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

受　　付 

開会行事 

報　　告 

 

 

 

休 憩  

「掘り出された三好氏の庭園 
　　　　　　　～勝瑞城館跡の発掘調査から」 

町教育委員会　学芸員　重見　高博 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12:30～12:50 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12:50～13:00 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13:00～14:00

○ 

 

 

○ 

講　　演 

 

 

休 憩  

「三好氏の文化と庭園」 
徳島造園学会　主宰　福原  健生 氏 

　コーディネーター 

徳島市立徳島城博物館　学芸員　須藤　茂樹 氏 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14:10～15:30

○ ディスカッション 　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15:40～17:00

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ 

　
教
育
委
員
会
（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
） 

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ 

　
藍
住
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
事
務
　

局
（
教
育
委
員
会
内
） 

　
　
　
　
　
　
（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
） 

日

　

時

 
 

場
　
　
所 

内

容

 
  

参

加

料

 
   

主

　

催

 

２
月
２７
日
（
月
） 

午
後
７
時
３０
分
〜
９
時 

体
育
セ
ン
タ
ー 

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操 

ビ
ー
ン
ボ
ウ
リ
ン
グ 

グ
リ
ー
ン
ソ
フ
ト 

無
料 

   

藍
住
町
教
育
委
員
会 

藍
住
町
体
育
指
導
委
員

会 

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
&
 

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ 

対
象
チ
ー
ム 

    

申
込
締
切 

登

録

料

 
 

町
内
在
住
・
在
勤
者
で
結 

    

２
月
２８
日
（
火
） 

年
間
４
０
，０
０
０
円 

平
成
18
年
度 

町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会 

登
録
チ
ー
ム
募
集
中 

主 　 催
後 　 援  
 
日 　 程  
会 　 場  
 
内 容  

＊
小
さ
い
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

　
楽
し
め
ま
す
。 

＊
個
人
参
加
で
も
可
能
で
す
。 

 

成
さ
れ
た
チ
ー
ム（
ピ
ッ
チ
ャ
ー
を
除
き

町
外
在
住
者
登
録
可
） 

※
代
表
者
は
、
必
ず
町
内
在
住
者
で

　
あ
る
こ
と
。 
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す
く
す
く
子
育
て 

　
　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ 

日
　
時
　
３
月
１５
日
（
水
） 

　
　
　
　
午
前
１０
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分 

受
　
付
　
午
前
１０
時
１５
分
か
ら 

場
　
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー 

対
　
象
　
生
後
２
か
月
か
ら
生
後
６
か
月

　
　
　
　
ま
で
の
子
ど
も
と
保
護
者
１５
組 

参
加
費
　
無
料 

持
っ
て
く
る
物 

　
バ
ス
タ
オ
ル
と
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
各
1
枚 

　
赤
ち
ゃ
ん
の
水
分
補
給
の
湯
冷
ま
し
　

　
ま
た
は
お
茶
等 

申
込
期
間
２
月
２０
日（
月
）〜
３
月
３
日（
金
） 

 

「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム 

　
　
　
　
〜
油
断
大
敵
　
内
臓
脂
肪
〜
」 

　
い
ま
注
目
さ
れ
て
い
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
に
つ
い
て
、

詳
し
く
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。
病
気
に
な
っ
て

し
ま
わ
な
い
う
ち
に
、
改
善
の
方
法
を
楽
し

く
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

第
1
回 

　
日
時
　
３
月
１０
日
（
金
） 

　
　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時 

　
受
付
　
午
後
１
時
か
ら 

　
内
容
　
講
演
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

　
　
　
　
ー
ム
に
つ
い
て
」 

　
　
　
　
東
徳
島
病
院
院
長 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
木
　
崇
先
生 

第
2
回 

　
日
時
　
３
月
１７
日
（
金
） 

　
　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時 

　
受
付
　
午
後
１
時
か
ら 

　
内
容
　
講
演
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
を

　
　
　
　
使
っ
て
食
生
活
改
善
」 

　
　
　
　
徳
島
農
政
事
務
所
消
費
経
済

　
　
　
　
　

係
長
　
坂
元
　
亮
介
先
生 

　
　
　
　
町
管
理
栄
養
士 

第
3
回 

　
日
時
　
３
月
２８
日
（
火
） 

　
　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時 

　
受
付
　
午
後
１
時
か
ら 

　
内
容
　
講
演
「
生
活
の
中
に
運
動
を
楽

　
　
　
　
し
く
取
り
入
れ
よ
う
」 

　
　
　
　
健
康
運
動
指
導
士 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
澄
先
生 

　
災
害
時
に
、
医
療
依
存
度
の
高
い
精
神

障
害
者
や
難
病
患
者
の
方
々
を
、
地
域
で

支
援
が
で
き
る
人
を
養
成
す
る
た
め
の
講

座
を
開
催
し
ま
す
。
障
害
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
関
心
の
あ
る
方
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
医
療
関
係
の
お
仕
事
を
さ
れ
て
い

た
方
（
看
護
師
Ｏ
Ｂ
等
）
大
歓
迎
で
す
。 

第
1
回 

　
日
時
　
３
月
８
日
（
水
） 

　
　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時 

　
受
付
　
午
後
１
時
か
ら 

　
内
容
　
講
演
「
災
害
時
に
お
け
る
地
域

　
　
　
　
の
大
切
さ
に
つ
い
て
」 

　
　
　
　
徳
島
大
学
大
学
院
教
授 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
仁
士
先
生 

第
2
回 

　
日
時
　
３
月
１６
日
（
木
） 

　
　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時 

　
受
付
　
午
後
１
時
か
ら 

　
内
容
　
講
演 

　
　
　
　「
精
神
障
害
者
の
理
解
と
災
害
時

　
　
　
　
　の
支
援
に
つ
い
て
」 

　
　
　
　
藍
め
ん
た
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
内
　
幹
先
生 

第
3
回 

　
日
時
　
３
月
２３
日
（
木
） 

　
　
　
　
午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分 

　
受
付
　
午
前
９
時
３０
分
か
ら 

　
内
容
　
講
演 

　
　
　
　「
難
病
患
者
の
理
解
と
災
害
時

　
　
　
　
の
支
援
に
つ
い
て
」 

　
　
　
　
伊
月
病
院
院
長 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
田
　
善
彦
先
生 

定
　
員
　
３０
人 

日
　
時
　
３
月
１６
日
（
木
） 

　
　
　
　
午
前
１１
時
〜
午
後
零
時
３０
分 

受
　
付
　
午
前
１０
時
５０
分
か
ら 

場
　
所
　
東
部
老
人
憩
の
家 

内
　
容
　
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
に
つ
い

　
　
　
　
て
、
健
康
食
の
試
食
　
　
　
　

定
　
員
　
３０
人
（
申
込
順
） 

担
　
当
　
東
部
保
健
栄
養
推
進
員 

申
し
込
み
期
間 

　
　
　
　
　２
月
１７
日
（
金
）
〜
２８
日
（
火
） 

日
　
時
　
３
月
４
日
（
土
） 

　
　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
５
時 

受
　
付
　
午
後
１
時
１５
分
か
ら 

場
　
所
　
勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー
調
理
室 

対
　
象
　
小
学
生
以
上
の
子
ど
も
と
保
護

　
　
　
　
者 

定
　
員
　
１０
組
（
申
込
順
） 

　
　
　
　
＊
初
め
て
の
参
加
の
方
を
優
先

　
　
　
　
し
ま
す
。 

　
　
　
　
＊
小
さ
い
お
子
様
を
連
れ
て
の

　
　
　
　
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

持
っ
て
く
る
も
の 

　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
き
ん
、タ
オ
ル 

主
　
催
　
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
「
藍

　
　
　
　
愛
グ
ル
ー
プ
」
生
活
環
境
部 

申
込
期
間
２
月
１７
日
（
金
）
〜
２２
日
（
水
） 

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ 

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
6
9
2
・
8
6
5
8
） 

場

所

 

申
込
締
切 

参

加

費

 
 

保
健
セ
ン
タ
ー 

２
月
２８
日
（
火
） 

無
料 

東
部
地
区

健
康
づ
く
り
講
習
会 

日
　
時
　
３
月
２５
日
（
土
） 

　
　
　
　
午
前
９
時
４５
分
〜
午
後
１
時 

受
　
付
　
午
前
９
時
３０
分
か
ら 

場
　
所
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階 

対
　
象
　
幼
稚
園
児
か
ら
小
学
３
年
生
ま

　
　
　
　
で
の
子
ど
も
と
保
護
者
　
　 

内
　
容
　
・
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド 

　
　
　
　
・
調
理
実
習 

定
　
員
　
１５
組
（
申
込
順
） 

費
　
用
　
無
料 

持
っ
て
く
る
も
の 

　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
き
ん
、タ
オ
ル 

主
　
催
　
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
「
藍

　
　
　
　
愛
グ
ル
ー
プ
」
栄
養
部 

申
込
期
間
２
月
１７
日
（
金
）
〜
２４
日
（
金
） 

親

子

料

理

教

室

 

ヘ

ル

ス

教

室

 

生
活
弱
者
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座 

親
子
ピ
ザ
づ
く
り
教
室 

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ 

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
6
9
2
・
8
6
5
8
） 
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国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
し
た

全
額
が
所
得
税
・
市
町
村
民
税
等
の

社
会
保
険
料
控
除
対
象
と
な
り
ま

す
。 

　 　
平
成
１７
年
９
月
末
ま
で
に
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
が
あ
る
方
に
は
、

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」（
ハ
ガ
キ
）が
平
成
１７

年
１１
月
に
送
付
済
み
で
す
。
平
成
１７

年
１０
月
以
降
に
初
め
て
保
険
料
の

納
付
が
あ
る
方
に
は
、２
月
上
旬
に

同
様
の
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。 

※
確
定
申
告
等
の
手
続
き
の
際
に
、

社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
国
民
年

金
保
険
料
を
申
告
す
る
場
合
は
必

ず
こ
の
証
明
書
か
領
収
証
書
が
必

要
に
な
り
ま
す
。 

　
ま
た
、生
計
を
同
一
と
す
る
ご
家

族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し

た
場
合
、そ
の
全
額
が
納
付
し
た
方

の
所
得
税
の
控
除
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
、確
定
申
告
手
続
き
の
際
に

ご
自
身
の
社
会
保
険
料
控
除
と
合

算
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。（
ご
家

族
分
の
証
明
書（
又
は
領
収
証
書
）

の
添
付
が
必
要
で
す
） 

お
問
い
合
わ
せ
は
専
用
ダ
イ
ヤ
ル 

    

☎
０
５
７
０
・
０
０
・
９
９
１
１
ま
で 

（
平
成
１８
年
３
月
１７
日
ま
で
の
平
日

９
時
〜
１７
時
ま
で
） 

 

３
月
の
年
金
相
談          

日
時    

３
月
９
日（
木
） 

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時                      

場
所
　
役
場
１
階
住
民
相
談
室                                   

　
社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
が
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。
年
金
手
帳
・

基
礎
年
金
番
号
通
知
書
・
年
金
証

書
な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

 

〜
平
成
１８
年
度
の
国
民
年
金

　
　
保
険
料
の
口
座
振
替
〜 

　
４
月
か
ら
の
口
座
振
替（
当
月
納

付
・
翌
月
納
付
・
６
ヶ
月
前
納
・
１
年

前
納
）を
希
望
さ
れ
る
方
は
、３
月

中
旬
ま
で
に
金
融
機
関
か
社
会
保

険
事
務
所
へ
申
請
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。 

 

〜
社
会
保
険
事
務
所 

　
　
　
か
ら
の
お
知
ら
せ
〜 

 

平
成
１７
年
度
に
毎
月
実
施
し
て
お

り
ま
し
た
藍
住
町
合
同
庁
舎
で
の

年
金
相
談
に
つ
い
て
は
、今
年
度
限

り
の
実
施
と
な
り
ま
す
。４
月
か
ら

は
社
会
保
険
事
務
所
で
年
金
相
談

を
受
付
い
た
し
ま
す
。 

　 　
年
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。 

○
年
金
請
求
な
ど
の
年
金
相
談
は

　
　   

☎
０
５
７
０
・
０
５
・
１
１
６
５ 

○
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
の
年

　
金
相
談
は 

　
　  

☎
０
５
７
０
・
０
７
・
１
１
６
５ 

★
受
付
時
間
は
午
前
８
時
３０
分
〜

午
後
５
時（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
） 

 

国
民
年
金
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ 

徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所 

　
　   

（
☎
（
代
）６
５
５
・
２
８
０
０
） 

住
民
課
国
民
年
金
係       

　
　
　

　
　   

（
☎
６
３
７
・
３
１
１
２
） 

 

い き い き サ ロ ン の ご 案 内  
　地域のみなさんが健康で活力ある生活を送れるよう、健康チェックや健康体操、お話、レクリエーション等の内容で、
各地区老人憩の家で開催します。お気軽にご参加ください。 
 

２月 

２月 

２月 

２月 

３月 

３月 

３月 

３月 

３月 

３月 

１５日 

１７日 

２０日 

２０日 

６日 

６日 

８日 

８日 

１３日 

１３日 

午前９時30分～１１時30分 

午後１時30分～３時30分 

午前９時30分～１１時30分 

午後１時30分～３時30分 

午前９時30分～１１時30分 

午後１時30分～3時30分 

午前９時30分～１１時30分 

午後１時30分～3時30分 

午前９時30分～１１時30分 

午後１時30分～3時30分 

江ノ口老人ルーム 

東中富老人憩の家 

住吉老人憩の家 

富吉老人憩の家 

徳命老人憩の家 

東部老人憩の家 

笠木老人憩の家 

西部老人憩の家 

住吉老人憩の家 

富吉老人憩の家 

 

 

体力アップ運動 

救急法について・童謡 

いけばなを楽しむ 

転倒予防体操・頭の体操 

楽しく筋力アップ・防災のお話 

楽しく筋力アップ・防災のお話 

楽しく筋力アップ・防災のお話 

楽しく筋力アップ・防災のお話 

楽しく筋力アップ・防災のお話 

楽しく筋力アップ・防災のお話 

理学療法士 

ボランティア協力者 

ボランティア協力者 

ボランティア協力者 

内藤　公子先生・田中佐代先生 

笠井　仁先生・田中佐代先生 

深田比加里先生・田中佐代先生 

深田比加里先生・田中佐代先生 

小橋　実香先生・田中佐代先生 

笠井　仁先生・田中佐代先生 

（水） 

（金） 

（月） 

（月） 

（月） 

（月） 

（水） 

（水） 

（月） 

（月） 

 ３月は、各場所で防災のお話をします。テーマ:災害に備えて～自分でできる活動～ 
対象者:おおむね60歳以上の方。ご都合のよい会場にお越しください。（いつでも、どこでも、どなたでも） 
お問い合わせ:基幹型在宅介護支援センター（☎637・3167） 
 

開催日 曜日 時　　　間 場　　　所 内　　　容 講　　　師 

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
等
の 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。 
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　ごみを減らすために必要なこと、それは「REDUCE

（減らす）」「REUSE（再使用）」「RECYCLE（再利用）」

の3Ｒを実行することです。そこで、このコーナーでは

ごみ減らしの具体的なアイデアや、ごみを減らすため

に3Ｒを実際に実行されているグループを紹介します。

日常のさまざまな場面で、無理なく簡単にできるアイ

デアをお持ちの方、また3Ｒを実行されているグループ

がありましたら、はがきやFAX、メールなどでお寄せく

ださい。 

例えば　容器ごみのこんな利用法 
◆ペットボトル 
「野菜立て」ペットボトルの上の部分を切り取り、ふた
の付いた部分をかぶせます。キュウリや長ネギなど立
てて保存する野菜にうってつけです！ 
◆ワンウェイビン 
「におい消しポット」びんの中にお好きなハーブと重曹
を入れ、目の粗い布をかぶせて口を留めるだけ。冷蔵
庫や食器棚に飾るとおしゃれ！ 
送付先・お問い合わせ 
　生活環境課（☎637・3116） 　　　　　　　　
　　　　　　　（FAX637・3152） 
　Eメール　 
　Kankyou@towm.aizumi.tokushima.jp

　
藍
住
町
で
は
、
生
ご
み
の
減
量
化
を
図
る
た

め
、
家
庭
用
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
の
購
入

に
対
す
る
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
購
入
を
予

定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
、
補
助
制
度
を
ご

活
用
く
だ
さ
い
。
手
続
き
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
先
は
、生
活
環
境
課（
☎
６
３
７
・
３
１
１
６
）

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。
 

家
庭
用
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
 

○
処
理
機
の
種
類
 

　
家
庭
用
で
あ
れ
ば
、
機
種
に
指
定
は
あ
り

　
ま
せ
ん
。
 

○
補
助
金
額
 

　
２
万
円
ま
で〔
購
入
金
額
（
消
費
税
を
含
む
）

　
の
１
／
２
と
し
、上
限
を
２
万
円
と
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
千
円
未
満
を
切
り
捨
て
た
額
と

　
し
ま
す
。
〕
 

※
補
助
は
、１
世
帯
に
１
台
限
り
で
す
。
 

○
補
助
の
条
件
 

　
町
内
在
住
者
で
処
理
機
を
自
宅
で
使
う
こ

　
と
。
 

※
町
外
の
取
扱
店
で
購
入
さ
れ
る
処
理
機
も

　
補
助
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
 

※
補
助
等
に
つ
い
て
の
申
請
書
類
は
、
藍
住

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
」

　
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　
ド
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

●
補
助
を
受
け
る
に
は
、
ま
ず
先
に
申
請
手

　
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
購
入
は
、
補
助
金

　
の
交
付
決
定
を
受
け
て
か
ら
に
な
る
の
で

　
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

〈
新
刊
案
内
〉
 

■
一
般
書
 

○
山
内
　
一
豊
　
　
　
　
　
　
（
学
習
研
究
社
）
 

○
官
邸
主
導
　
　
　
　
　
　
　
　
 

（
清
水
　
真
人
著
・
日
本
経
済
新
聞
社
出
版
局
）
 

○
ボ
ケ
な
い
脳
を
つ
く
る
　
決
定
版
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
（
篠
原
　
菊
紀
著
・
集
英
社
）

○
特
許
が
わ
か
る
１２
章
　
　
　
 

　
　
　
（
竹
田
　
和
彦
著
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）

○
ズ
ッ
コ
ケ
中
年
三
人
組
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　（
那
須
　
正
幹
著
・
ポ
プ
ラ
社
） 

 ■
児
童
書
 

○
日
本
の
歴
史
　
パ
ノ
ラ
マ
絵
地
図
１
〜
８
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
学
習
研
究
社
）
 

○
も
っ
と
知
り
た
い
!
十
二
支
の
ひ
み
つ
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
大
高
　
成
元
著
・
小
学
館
）

○
京
都
議
定
書
が
わ
か
る
絵
事
典
　
　
　
 

　
　
　
（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
編
・
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）

○
あ
い
た
い
き
も
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
（
本
間
　
正
樹
著
・
佼
成
出
版
社
）
 

○
あ
ま
え
ん
ぼ
う
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
 

　
　
　
　
（
西
本
　
美
沙
子
著
・
ら
く
だ
出
版
）
 

※
こ
の
他
に
も
多
数
の
新
刊
本
が
あ
り
ま
す

　
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

お
問
い
合
わ
せ
　
　
　
（
☎
６
９
２
・
０
０
７
０
）
 

町
立
図
書
館 

図
書
館
の
行
事 

日 月 火 水 木 金 土 
 
6 
13 
20 
27

 
5 
12 
19 
26

 
7 
14 
21 
28

1 
8 
15 
22 
29

2 
9 
16 
23 
30

3 
10 
17 
24 
31

4 
11 
18 
25 休

館
日 

☆
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
 

　
チ
ェ
ロ
と
ピ
ア
ノ
 

　
日
時
　
３
月
５
日
（
日
）
午
後
５
時
か
ら
 

　
場
所
　
図
書
館
閲
覧
室
 

★
お
は
な
し
会
 

　
毎
週
日
曜
日
　
午
後
２
時
か
ら
 

★
あ
か
ち
ゃ
ん
の
読
み
き
か
せ
会
 

　
毎
月
第
２
、
第
４
水
曜
日
 

　
３
月
８
日
（
水
）・
22
日
（
水
） 

　
午
前
１０
時
３０
分
か
ら
 

★
井
隈
読
書
会
 

　
毎
月
第
３
木
曜
日
　
　
　
　
　
　
　
 

　
２
月
１６
日
（
木
）
　
午
前
１０
時
か
ら
　
　
 

《
２
月
の
課
題
図
書
》
 

　
「
負
け
犬
の
遠
吠
え
」
 

　
　
　
　
　
　
酒
井
　
順
子
著
（
講
談
社
）
 

 ◎
図
書
館
休
館
日
の
お
知
ら
せ
 

　
 

　
特
別
整
理
期
間
（
蔵
書
点
検
）
 

２
月
２１
日
（
火
）
〜
３
月
１
日
（
水
）
ま
で
休
館
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
 

家
庭
用
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
購
入
補
助
金
に
つ
い
て 

3月の 
としょかん 

ごみ減らし 
～地球のやさしい暮らしのために～ 

リデュース 

リュース 

スリーアール 

リサイクル 
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あいずみ俳壇
山田民恵　選

櫓
田
の
み
ど
り
鍬
き
込
み
黒
ぐ
ろ
と 

裏
の
笹
み
ど
り
ざ
わ
め
く
竹
の
春 

丈
六
寺
裏
の
菩
提
樹
実
を
落
し 

朝
夕
の
寒
さ
の
中
に
畑
こ
な
す 

ア
ザ
ラ
シ
も
住
民
登
録
小
六
月 

蕪
洗
う
女
指
先
朱
に
染
め
て 

鐘
声
を
の
ば
す
山
彦
冬
も
み
じ 

神
域
に
ロ
ケ
の
賑
わ
い
神
の
留
守 

海
風
を
背
な
に
は
じ
き
て
牡
蠣
割
り
女 

生
き
も
の
め
く
木
ノ
葉
舞
い
来
て
石
舞
台 

　
　
　
　
　
加
章 

初
硯
墨
ふ
く
ま
せ
る
吉
兆
画 

高
篠
　
洋
子 

川
井
サ
ツ
キ 

牧
野
ミ
キ
エ 

小
倉
　
華
衣 

湯
浅
佐
代
子 

高
塚
　
富
子 

伊
藤

た
つ
お 

久
次
米
民
子 

佐
野
　
知
恵 

生
越
　
　
茜 

 

山
田
　
民
恵 

《
作
り
方
》 

①
う
ど
ん
は
２
分
の
１
に
切
り
ほ
ぐ
し
て
お
く
。 

②
ほ
う
れ
ん
草
は
さ
っ
と
ゆ
で
、３
㎝
の
長
さ
に
切
っ
て
お
く
。 

③
し
い
た
け
は
２
分
の
１
に
そ
ぎ
切
り
、
鶏
肉
は
１
口
切
り
に
し
て
酒
、
し
ょ
う
ゆ
を
か
け
て

　
お
く
。 

④
人
参
、
大
根
は
花
型
に
お
し
て
薄
く
切
っ
て
お
き
、サ
ッ
と
ゆ
で
て
お
く
。 

⑤
だ
し
汁
と
溶
き
卵
を
３
対
１
の
割
合
に
混
ぜ
合
わ
せ
、
薄
口
し
ょ
う
ゆ
、み
り
ん
、
塩
、
少
々

　
で
味
付
け
を
し
て
お
く
。 

⑥
少
し
大
き
め
の
蒸
し
椀
に
、
①
〜
④
の
材
料
を
入
れ
、
上
か
ら
⑤
の
と
き
卵
を
そ
そ
ぎ
入

　
れ
、
蒸
し
器
に
並
べ
て
中
火
で
１５
〜
２０
分
位
蒸
す
。 

健
康
づ
く
り
応
援
団
 

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
 

健
康
づ
く
り
の
会
「
藍
愛
グ
ル
ー
プ
」
 

★
お
す
す
め
の
１
品
料
理
　
　
小
田
巻
蒸
し
 

卵 
うどん（ゆで） 
ほうれん草 
鶏肉 
薄口しょう油 
酒 
大根 
人参 
なると巻 
生しいたけ（中） 
だし汁 
（昆布・かつお節） 
薄口しょうゆ 
みりん 
塩 

4個 
2玉 

150ｇ 
120ｇ 
小さじ2 
小さじ1 
40ｇ 
40ｇ 
8枚 
2枚 

3カップ 
 

大さじ1 
大さじ1 
少々 

材料（４人分） 

エネルギー 
タンパク質 
脂質 
カルシウム 
塩分 

271kcal 
18.9ｇ 
7.3ｇ 
63ｍｇ 
2.2ｇ 

1人分の栄養価 

材料は 
何の野菜でも 
肉でも 
応用できます。 

　日ごろ、家庭で介護にあたっている介護者の皆さん。
この機会に悩みや体験を語り合いながら交流しませんか。 
　今回は防災センタ－に体験学習に出かけます。災害
に備えて、共に学びましょう。 
 お気軽にお申し込みください。 

　人権の大切さについて、わかりやすくアニメーション
化した感動の作品です。皆様お誘い合わせのうえ、ご
参加くださいますようお願いいたします。 

＊入場無料 
お問い合わせ　　　吉野川渡し研究会（☎６２２・３７７３）
　 

申し込み・お問い合わせ 
　社会福祉協議会（☎６９２・９９５１） 

「在宅介護者の会　ほっと一息 
リフレッシュ事業参加者募集」 

人権啓発「アニメーション」 
上 演 会  

阿讃の道写真展（失われた交通路） 

日 　 時  
行 き 先  
集合場所 
申込期限 
参 加 費  

２月２１日（火）午前９時３０分～午後３時 
防災センタ－・阿波之里（昼食） 
福祉センタ－１階 
２月１７日（金） 
無　料 

日 　 時  
場 所  
参 加 者  
主 催  

３月３日（金）午後２時～３時３０分 
町民シアター（合同庁舎４階） 
町内在住並びに在勤者の方 
藍住町人権教育推進協議会 

日 時  
 
場 所  

２月１７日（金）～１９日（日） 
午前１０時～午後６時（１９日は午後５時まで） 
シビックセンタ－ 

わたしの名前は「藍ちゃん」です!! 
～たくさんのご応募ありがとうございました～ 

ネーミング賞 長　道子 
田中　修 

様 
様 

: 
:

藍ちゃん 
自然豊かな藍住町をイメージし、
顔は太陽を身体は木をモチーフ
に作成しました。 

武市由佳さんのコメント 

「いつまでも若い心と身体を目指そう」 
 講習会を開催します 
日　時　２月２０日（月）　午後７時３０分～９時 
場　所　町民シアター（合同庁舎４階） 
内　容　講演「いつまでも若い心と身体を目指そう」 
　　　　医学博士・日本抗加齢医学会評議員 
　　　　板東　浩先生　　　 
対象者　町内在住並びに在勤者の方 
お問い合わせ 
あいずみスポーツクラブ事務局（教育委員会内）（☎６３７・３１２８） 

キャラクター考案者 

ひ
つ
じ
　だ 

す 

こ
　
ろ
く

が
つ 

か
ぶ 

か
　
き 

す
ず
り 

め 

し
ゅ
う
せ
い 
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ま　ち の 情 報 は 
広報あいずみ 
A I テ レ ビ  
町 政 だ よ り 

ホームページ 
 

毎月15日新聞折り込みで 
1日6回（AIタウン情報） 
毎月第1・3木曜日徳島新聞に掲載（平成18年4月からは第1木曜日だけになります） 

URL http://www.town.aizumi.tokushima.jp 
E-mail aizumi@town.aizumi.tokushima.jp

幼児、児童対象プログラム　～スポーツ教室～ 

新体操 

親子スポーツ 

キッズエアロ 

ジュニア軽スポーツ 

わんぱくスポーツ 

ミニサッカー 

ニュー空手 

 

2,000円※ 

いろんな道具を使って身体をいっぱい動かそう。 

親子で一緒に楽しく運動できます。 

リズムにのって挑戦しましょう。 

町内の小3のみんなと仲良くなれるチャンス。 

運動の大好きな子集まれ!! 

サッカーの楽しさ発見。 

親子参加大歓迎です。（場合によって内容が変わることがあります。） 

15:30～16:30 

10:00～11:30 

15:30～16:30 

9:30～11:30 

10:00～12:00 

19:00～20:30 

13:00～15:00

月 

木 

土 

教　室　名 時　　　間 場　所 対　象　者 定　員 実　費 内　　　　　　　　容 

第1 .3  

毎 週  

第2 .4  

毎 週  

毎 週  

第1 .3  

第2 .4

30人 

30組 

30人 

40人 

40人 

30人 

30人 

体育センター  

体育センター  

体育センター  

体育センター  

町 民 体 育 館  

藍 中 体 育 館  

体育センター 

小学1～3年 

3歳児と保護者 

4 . 5 歳 児  

小 学 3 年 生  

小学4～6年 

小学生まで  

4歳～小学2年 

各種イベント・研修・講習会開催予定　～町広報にて御案内します～ 

 

ウォーキング講習会 

おでかけウォーキング 

秋の軽登山 

健康相談 

新体力テスト 

各種研修会、講習会等 

初級・スキー&スノボー教室 

出張ストレッチ 

 

 

未　　定 

未　　定 

 

 

 

未　　定 

ストレッチ体操とたくさんのニュースポーツを紹介します。 

みんなで歩いて、健康生活。 

バスに乗って知らない土地を歩いてみよう! 

秋の自然を身近に感じてみませんか。（15名以上要） 

気軽に相談できます。 

実年齢とは違う体力年齢を調べてみませんか。 

スポーツや栄養の講習を行います。 

専門インストラクターにより指導します。 

藍住町のストレッチ体操を普及します。 

19:30～21:00 

（座学・実施） 

（2回実施） 

（2回程度） 

（2回程度） 

（1回程度） 

（2回程度） 

冬期（1回） 

依頼により出張します 

月 第　4 ニュースポーツ講習会 

活　動　名 時間・開催予定日 場　所 対　象　者 定　員 実　費 内　　　　　　　　容 

 

50組 

40人 

20人 

 

 

 

36人 

10人～ 

体育センター  

河 川 敷 他  

大 和 路  

未 定  

保健センター  

体育センター  

町民シアター  

未 定  

町 内  

※ 

小 学 生 ～  

小 学 生 ～  

成 人 男 女  

※ 

成 人 男 女  

※ 

小 学 生 ～  

※ 

※印は、会員以外の方も参加できます。 

オープンサークル 

バドミントン（エンジョイ） 楽しい雰囲気で運動できます。 19:30～21:30木 

教　室　名 時　　　間 場　所 対　象　者 定　員 実　費 内　　　　　　　　容 

第 1 15人 町 民 体 育 館  成 人 男 女  

特別教室受講料は、半期分（4月から9月）（10月から3月） 

※ファミリー会員は不要 

各種特別教室 

初中級エアロビクス 

初中級エアロビクス 

ボウリング教室 

中高年のリズム体操 

らくらく健康体操 

3,000円 

3,000円 

5,000円 

2,000円 

3,000円 

健康的にシェイプアップしませんか。 

健康的にシェイプアップしませんか。 

親切なアドバイスで楽しくゲームしましょう。（全8回分） 

やさしい運動で肩こり、腰痛予防、ストレス発散しましょう。 

楽しく動いて、いい汗流しましょう。 

10:00～11:30 

19:30～21:00 

9:30～12:00 

13:00～14:30 

10:00～11:30

月 

火 

水 

教　室　名 講　師　名 時　　　間 場　所 対象者 定　員 実　費 内　　　　　　　　容 

毎 週  

毎 週  

第2 .4  

第1 .3  

毎 週  

30人 

30組 

25人 

30人 

30人 

体育センター  

藍 中 体 育 館  

住 吉 ボ ウ ル  

女性センター2F 

女性センター2F 

 

成人男女 

成人男女 

成人男女 

成人男女 

成人男女 

渡川恵子先生 

福田七穂子先生 

住吉オフィシャルコーチ 

前田明美先生 

西田茂子先生 
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一般成人対象プログラム　～スポーツ教室～ 

羽根付き球を手で打つバレー風スポーツです。 

羽根付き球を手で打つバレー風スポーツです。 

ルールのわかりやすい誰にでも出来るスポーツです。 

肩こりや運動不足を無理なく解消していこう。 

伝統の藍こなしを学びましょう。 

羽根にスポンジの付いた簡単にできるバドミントンです。 

やわらかいボールを使う4人制のバレーです。 

初めての方が対象です。基本からスタート！ 

障害を持つ方もみんなで一緒にスポーツを楽しもう。 

世代を問わず気軽に出来て、人気です。 

手軽な運動、ニュースポーツでスッキリしましょう。 

運動習慣のきっかけにニュースポーツはいかがですか？ 

伝統芸能の阿波踊りをマスターしよう。 

ゆっくり動きながら“気”を感じてみませんか？ 

ソフトテニスでストレス発散しましょう。 

ボールにぶつけろ日頃のうっぷん、ストレス発散もってこい！ 

社交ダンスとエアロビクスを融合したダンス。 

ストレッチ体操とたくさんのニュースポーツを紹介します。 

インディアカ 

インディアカ 

ディスコン 

のびのびストレッチ 

藍こなし（踊り） 

ファミリーバドミントン 

ソフトバレー 

初心者の硬式テニス 

障害者ふれあいスポーツ 

初級ラージ卓球 

女性軽スポーツ 

シニア軽スポーツ 

阿波踊り 

太極拳 

初級軟式テニス 

中級硬式テニス 

ソシアルビクス 

家族でニュースポーツ 

20人 

30人 

20人 

30人 

20人 

20人 

20人 

20人 

30人 

20人 

40人 

40人 

40人 

40人 

25人 

20人 

30人 

30人 

19:30～21:30 

10:00～11:30 

19:30～21:00 

19:00～20:00 

19:30～21:30 

19:30～21:30 

19:30～21:30 

10:00～12:00 

19:30～21:00 

13:00～15:00 

　9:30～11:30 

13:30～15:00 

19:30～21:00 

19:30～21:00 

10:30～12:30 

13:00～15:00 

10:00～11:30 

10:00～11:30

教　室　名 時　　　間 場　所 対　象　者 定　員 実　費 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

内　　　　　　　　容 

体育センター  

体育センター  

体育センター  

体育センター  

女性センター1F 

体育センター  

体育センター  

町民テニスコート 

町 民 体 育 館  

体育センター  

体育センター  

体育センター  

勤 少 ホ ー ム  

北 小 体 育 館  

町民テニスコート 

町民テニスコート 

女性センター2F 

体育センター 

全 会 員  

全 会 員  

全 会 員  

全 会 員  

全 会 員  

中 学 生 から  

中 学 生 から  

成 人 男 女  

障害のある人 

全 会 員  

59歳まで女性 

60歳から男女 

小学3年生から 

全 会 員  

中 学 生 から  

中 学 生 から  

全 会 員  

全 会 員 

第1 .3  

第 2  

第 3  

第1 .3  

第1 .3  

第1 .3  

第2 .4  

毎 週  

第1 .3  

毎 週  

毎 週  

毎 週  

毎 週  

第1 .3  

毎 週  

毎 週  

第1 .3  

第2 .4

※硬式テニス教室は、初心者、中級のいずれかを選択してください。重複受講は出来ません。 

活動休止期間：4月29日～5月7日（ゴールデンウィーク）・8月10日～8月16日（お盆期間）・12月19日～19年1月8日（年末年始） 

あいずみスポーツクラブ　スケジュール（申込は、先着順です！） 
期間：平成18年4月10日～平成19年3月20日 

平成18年度　年会費（4月1日から3月31日までの1年分） 
・一般会員（59歳まで） 
・一般会員（60歳から） 
・幼、小、中学生 
・障害のある方 
・ファミリー会員（同一世帯・人数制限なし） 
・団体会員　10人から20人まで 
　　　　　　21人から30人まで 
　　　　　　31人から60人まで 
　　　　　　61人から90人まで 
　　　　　　91人から 
個人会員取得料1人につき 

6,000円 
4,000円 
4,000円 
4,000円 
12,000円 
16,000円 

800円 
3,000円 
9,000円 
18,000円 
4,000円 
2,500円 

 
 
 
 
 
 
×人数 
＋（700円×人数） 
＋（600円×人数） 
＋（500円×人数） 
（16歳から59歳までの一般会員） 
（幼・小・中学生・一般会員（60歳から）・障害のある人） 

スポーツ安全保険（4月1日～3月31日） 

中学生まで 
高校生から 

500円 
1,500円 

○申請は常時受け付けています 
※金融機関の通帳（口座番号確認用） 
※お届け印 
※顔写真（2×2.5cm）スナップ写真可（会員証に使用します） 

①入会申込書記入 
②口座振替依頼書記入 
③会員証作成 
※受付は、先着順になっておりますのでお早めにお申し込みください 

申請時にご持参いただく物 ～クラブ事務局（藍住町教育委員会　体育係内）～ 

お問い合わせ 
（☎637・3128） 

健康で明るく生きがいを!
いつでも♪　だれでも♪　気軽に♪ 
はじめてみませんか?

クラブの運営は地域住民が主体的に行います 

クラブの主な財源は会費によってまかなわれます 

共通の目的を持ったクラブ会員の集まりです 

3
つ
の
基
本
理
念 
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藍 住 真 導  

子 ど も 県 展 入 選  

藍 住 剣 道  

6年の部 
深見　伊織 
近藤　友弘 

第 3 位  
敢闘賞 

（南小） 
（南小） 
 5年の部 

多田　拓矢 
中上　凌汰 

準優勝 
敢闘賞 

（川内小） 
（南小） 
 4年の部 

松田　　歩 
三好　湧也 
前田　啓吾 

優 勝  
第 3 位  
敢闘賞 

（南小） 
（南小） 
（西小） 
 

優秀賞 

入選 

長町　優里 （南小４） 

森元　柾貴 （南小１） 村上　絢香 （西小３） 仁尾梨紗子 （北小３） 山本　佳奈 （西小４） 立花　佳奈 （西小６） 

奥村歩乃佳 （南小４） 実平　真美 （西小５） 北島江里子 （西小５） 藤林めぐみ （藍中１） 

小学校5・6年重量級 長谷川綾一 
片岡　志乃 

準優勝 
第３位  

（西小） 
（堀江南小） 
 

中学校女子 板東　智花 
長谷川絢香 
黒田　麻美 
鳴滝沙耶香 

優 勝  
準優勝 
第３位  
第３位  

（藍中１） 
（藍中１） 
（藍中１） 
（藍中１） 

国見　佑亮 
 
片岡　志乃 
 
木藤　　翔 
片岡　康行 

特別優秀選手賞 
 
最優秀選手賞 
 
優秀選手賞 

（藍中３） 
 
（堀江南小６） 
 
（藍中３） 
（藍中３） 

 
 
 
 
黒田　麻美 
板東　智花 

 
 
 
 
（藍中１） 
（藍中１） 

6年の部 
折部　雄太 準優勝 （西小） 

 4年の部 
市川　　耀 優 勝  （北小） 

 

　第12回板野西支部スポレク祭が、11月27日に板野町勤労
者体育センタ－で開催されました。結果は次のとおりです。 

　土成ライオンズ10周年記念大会が、12月11日に阿波市土
成トレ－ニングセンタ－で開催されました。結果は次のとおりです。 

　第３５回板野郡大会が、１２月４日に町立武道館で開催さ
れました。結果は次のとおりです。 

　本年度、全国大会出場し、活躍した選手が板野郡から表彰
されました。 

　第１回こども県展が11月12日、郷土文化会館で開催されました。入賞者は次のとおりです。 

藍住剣道では、3月に新
入部員を募集しますので、
是非見学にお越しくださ
い。 
（火・木・土の午後6時30分～8時　町立武道館） 

個　人 

中学校の部　第3位　藍住中学校 

先 鋒  
中 堅  
大 将  

朝日　誠二  
河野　生磨 
三原　拓也 

次 鋒  
副 将  

井上　　樹 
大久保将人 

一般の部（町対抗）準優勝　藍住町 

先 鋒  
中 堅  
大 将  

生越　貞行 
川野　洋祐 
篠原　雅人 

次 鋒  
副 将  

田中　康介 
西口　太朗 

団　体 

幼　児 嘉重　春樺 
斉藤かれん 

優　勝 
第３位  

（北幼） 
（北幼） 
 

小学校１年 佐藤　貴成 第３位  （北小） 
 

小学校3年 黒田錦士郎 第３位  （南井上小） 

小学校2年 古川　榛花 
田北明日香  
森　　聖吾 

優 勝  
第３位  
第３位  

（北小） 
（南小） 
（北小） 
 

小学校4年 田北健太郎 
大林　亮太 
古川　竜暉 

優 勝  
第３位  
第３位  

（南小） 
（南小） 
（北小） 
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●こんにちは赤ちゃん ●おくやみ申し上げます 子の氏名・性別  
父母の氏名・住所 

平成18年1月1日～ 
　　　1月31日届出分 

平成18年1月1日～1月31日届出分 

人 の 動 き  
（平成18年1月末現在） 

前月比 
人 　 口  
男 
女 

65歳以上 
15歳未満 
世帯総数 
平均年齢 

32,534人 
15,682人 
16,852人 
4,452人 
5,358人 
11,316戸 

（±0） 
（＋2） 
（－2） 
（＋13） 
（±0） 
（＋5） 
39.24歳 

町民のみなさんから

藍染講習受講生募集 
○受講資格　藍住町在住で概ね６０歳以上の方 
○受 講 日　3月7日（火）～15日（水）のうちの7日間 
○受講場所　藍翠苑 
○受 講  料　無　料 
○募集定員　２０人（申込多数の場合は抽選） 
○申込期間　2月15日（水）～20日（月） 
               午前９時～午後４時 
　　　　　　（電話での受付はしておりません。直接事
　　　　　　務局までお越しください。） 
○申し込み・お問い合わせ  
（社）藍住町シルバ－人材センタ－（☎６９２・１８３０） 

高齢者技能講習受講生募集 
第１８回高学年例会 
「山本光洋マイムライブ」 
○日時　３月３日（金） 
　　　　午後７時開演 
○場所　町民シアタ－ 
　　　　（合同庁舎４階） 
○チケット料金 
　　　　１枚１，８００円 
＊小学３年生から鑑賞できます。 
＊保育あります。（申込要・有料） 

運動会 
○日　時　２月２５日（土）　午前１０時～１１時３０分（予定） 
○場　所　福祉センタ－２階 
○参加費　会員５０円　会員外２００円（保険含）  
○持ってくるもの　上ぐつ、タオル、水筒 
○申込締切　２月２１日（火） 
○申し込み・お問い合わせ 
　藍住子ども劇場（☎・ＦＡＸ６９２・７３７４） 
　火・水・金の午前９時～午後１時 

藍 住 子 ど も 劇 場  

藍住北小学校工芸作品美術展 
　子どもの優秀な美術工芸作品コーナーをご鑑賞くださ
い。 
○日時　２月２６日（日）まで 
○場所　藍住町歴史館　藍の館 
○後援　藍住町・エーアイテレビ・藍住町観光物産協会 

初春やかた　こどもかるた大会参加者募集 
○日　時　２月１９日（日）午後１時～４時 
○場　所　藍の館　西座敷 
○参加費　無料（但し入館料１５０円） 
○参加者　小学生先着５０人 
＊賞品もあります。＊当日、新春感謝祭として午前１０時か
ら、紅白もちを１５０人にサービスします。 
○申し込み・お問い合わせ  
　住所、氏名、学年、電話番号を書き、ハガキ又はＦＡＸ
　で申し込みしください。 
　藍住町徳命字前須西１７２　藍住町歴史館　藍の館 
　　　　　　　　（☎６９２・６３１７）（ＦＡＸ６９２・６３４６） 

藍 の 館  

49歳 
56歳 
81歳 
89歳 
64歳 
82歳 
72歳 
47歳 
95歳 
92歳 

　78歳 
91歳 
89歳 
79歳 
63歳 
88歳 

東中富字北傍示 
東中富字敷地傍示 
笠木字中野 
徳命字新居須 
住吉字乾 
東中富字天王傍示 
東中富字龍池傍示 
徳命字元村東 
東中富字朏傍示 
奥野字前川 
矢上字江ノ口 
勝瑞字西勝地 
奥野字矢上前 
笠木字西野 
乙瀬字中田 
奥野字山畑 

育 代  
　 始  
カヲル  
ハナヱ  
　 勉  
勢 一  
一 光  
みゆき  
セ イ  
トヨ 子  
昭 二  
政 子  
マツヱ  
四 郎  
昭 男  
隆 美  

西岡田　遥 （はる） 男 
　　　　蓮 （れん） 
　隆・歩 

男 
勝瑞字西地 

高田　優（ゆう） 
　宏行・享子 

女 
住吉字千鳥ヶ浜 

富永　珠冬（みと） 
　直・良美 

女 
富吉字豊吉 

檜　美羽（みう） 
　毅・加寿子 

女 
徳命字元村東 

溝淵　優亜 （ゆりあ） 
　恭治・美由紀 

女 
矢上字春日 

瀬部　潤 （じゅん） 
　勲・敦子 

男 
住吉字藤ノ木 

梶原　蒼生（あおい） 
　和彦・陽子 

男 
富吉字中新田 

中道　心菜（ここな） 
　佳則・瑠美 

女 
勝瑞字西勝地 

藏井　煌明 （こうめい） 
　広政・沙由理 

男 
徳命字前須東 

　野　俊輔（しゅんすけ） 
　貴也・衣里 

男 
乙瀬字青木 

滝浦　琉乃（りの） 
　元晴・緑 

女 
東中富字権現傍示 

辷本　悟 （さとる） 
　浩・明子 

男 
勝瑞字成長 

谷原　綾斗（あやと） 
　武・由紀 

男 
東中富字北傍示 

池上　心雪（こゆき） 
　悟志・淳子 

女 
笠木字西野 

石田　桃子（ももこ） 
　和之・昌代 

女 
勝瑞字正喜地 

太田　翔大（かける） 
　賢司・浩子 

男 
矢上字原 

桑波田　千紘（ちひろ） 
　雅士・治代 

女 
徳命字小塚東 

福永　凜乃（りの） 
　順介・木綿 

女 
富吉字豊吉 

泉　春樹 （はるき） 
　智彦・由美 

男 
東中富字鑓場傍示 

矢代　南（みなみ） 
　潤・清美 

女 
勝瑞字正喜地 

久次米　柚葉（ゆずは） 
　芳典・裕己 

女 
笠木字西野 

安藝　健太 （けんた） 
　裕二・恵子 

男 
徳命字前須西 

峯田　咲菜（さな） 
　量文・さより 

女 
乙瀬字青木 

吉田　蒼徠（そら） 
　秀登・利江 

男 
奥野字猪熊 

山根　碧斗（あおと） 
　達也・麻衣子 

男 
乙瀬字青木 

佐野　心音（ここね） 
　耕資・忍 

女 
徳命字元村 
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平成17年度朝食アイデア料理コンクール 

中江　ひかる（西小2年） 
優秀賞 野菜ぞうすいと 

　　トマトサラダ 

10分早起き! 
しっかり朝ごはん!

野菜ぞうすいとトマトサラダ 
材料（1人分目安量） 

トマトサラダ 
材料（1人分目安量） 

牛乳 
材料（1人分目安量） 

じゃがいも 
にんじん 
かぼちゃ 
えのきだけ 
しめじ 
ごはん 
卵 
ねぎ 
鶏ガラスープ 
 
 
トマト 
わかめ（生） 
ちりめん 
ごま 
ぽん酢 
 
 
牛乳 

1/4個 
1/4本 
20g 
10g 
10g 

茶碗軽く1杯 
1/2個 
3g 

250cc 
 
 

1/2個 
10g 

大さじ1 
小さじ1 
小さじ1 

 
 

200cc

エネルギー 
タンパク質 
脂質 
カルシウム 
塩分 

455kcal 
16.8g 
12.6g 
312mg 
1.9g

①　じゃがいも、にんじん、かぼちゃは小さく切る。 
②　えのきだけは根元を切り落とし、半分の長さ
　　に切る。しめじは小房に分ける。 
③　土鍋に鶏ガラスープ、①を入れ、火をつける。 
④　野菜がやわらかくなったら、②を入れる。 
⑤　④がわいてきたら、ごはんを入れて混ぜ、溶き
　　卵を入れて火を止める。 
 
①　トマトはくし型に切る。 
　　わかめは洗って食べやすい大きさに切る。 
②　①を皿に盛り、ちりめんとごまを散らす。 
 

作り方（野菜ぞうすい） 

作り方（トマトサラダ） 

＊献立のいいところ、 
　　　　　　工夫したところ 
●一度にたくさんの野菜がとれる。 
　（かぼちゃがあまくて、おいしかった） 

1人分の 
栄養価 

町制施行50周年記念事業 町制施行50周年記念事業 
NHKスポーツパーク 

　ＮＨＫ「真打ち競演」の公
開録音が2月3日、町民会館
で開催され、約450人の方が
漫才や漫談、落語を楽しまれ
ました。 
　出演者6組はそれぞれ独
特の話術で、会場は笑いが
絶えませんでした。中でもケ
ーシー高峰さんの医学漫談は、白衣を着て時々客席に
話しかけるなどの絶妙な話し方と、黙って客席をジッと
見てるだけで、会場は大爆笑の渦に包まれました。落

語の三遊亭歌之助さんや柳
亭小燕枝さんは、長い台詞を
間違うこともなく大きな声で話し、
うどんを食べる所などは本当
に食べているかのようで、プロ
の技に感動して見入っていま
した。寒い日でしたが終演後

「来てよかった。楽しかった。」と言って帰られました。
演芸を見て笑ったことで、心も体も暖まった方が多かっ
たのではないでしょうか。 

　ＮＨＫスポーツパーク「木村
和司のサッカーパーク」が1月28
日、藍住中学校グラウンドでサッ
カー元日本代表でＮＨK解説者
の木村和司さんと、サッカー元日
本代表の鈴木正治さん、元東
芝の大松暢さんを講師に開催
されました。 
　町内スポーツ少年団4チームと中学生2チームの約100
人が参加。木村さんから“早く準備する”を基本に、ボール
を使って楽しみながらできるワンポイントレッスンがありました。
その後、シュートｄeビンゴゲームに約50人が参加。ミニサッ

カー大会では、藍住北ＳＳＳ、藍住中
学校がそれぞれ優勝し、トロフィーと
メダルが講師から渡されました。スペ
シャルマッチとして、小中学生の選抜
チーム対講師を含むドリームチーム

との対戦もありました。ミニトークショーでは現役時代の苦労
話や、子ども達から質問が出されました。木村さんは「一生
懸命できる一つのこと（サッカー）を見つけられたことは、自
分の人生にとって本当に良かった。サッカーを通じ世界中
にたくさんの友人もできました」と話されていたのが印象的
でした。 
　プロ選手の話を聞いたり、動きや技を間近で見る機会は
なかなかありません。このような機会に参加して、積極的に
学ぼうとする姿勢が今から伸びようとする子どもたちには、
必要なことだと思います。参加した子どもたちの中からも、
将来はプロや世界で活躍する選手が出てくることを期待し
ています。 

木村和司のサッカーパーク 真 打 ち 競 演  木村和司のサッカーパーク 真 打 ち 競 演  
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ケーシー高峰 

柳亭小燕枝 

三遊亭歌之助 大瀬ゆめじ・うたじ にゃん子・金魚 ペペ桜井 


